
Javaを 用いたインターネ ッ ト上での索引支援環境の構築1

理学部 情報科学科 後藤 智範

イ ン ターネ ッ トの 著 しい利 用拡 大 は、 オ ン ライ ン情 報検 索 システ ム に も影響

を与 え、DIALOG,JOISを 始 め と してWEBブ ラ ウザー に よ るGUI画 面で の

利 用が 普及 しつ つ あ る。 一方 、デ ー タベ ー ス を作成す る過程 一索引 作業 も、 電

子 的 な編 集 シ ステ ム、例 えば科 学技術 振 興事 業 団のNAISSが 開発 ・利 用 され

てい る。

我 々は 、索 引作業 の イ ンター ネ ッ ト上 で の電 子的支 援環境 の構 築 を意 図 し、

JAVAを 用 い た索 引作 業 支 援 シス テ ム を 昨年 度 か ら開発 して きた。 本 シ ステ ム

は、 ク ライ ア ン トーサ ーバ ー システ ム と して稼動 し、索 引作業 を効 率的 に支援

す る。 本発表 では 、機 能 拡 張が行 われ た システ ムの機 能 、そ の構 造 につ い て説

明 し、 さ らに利 用例 、 問題 点 につい て も具体 的 に報告 す る。

1.は じめ に

近年 、イ ンター ネ ッ トの飛 躍 的普 及 は、 オ ン ライ ン情 報検 索環境 に も大 きな影 響 を 与 え

つつ ある。 オ ンライ ン情 報 検 索 システ ム は、従 来 か らコマ ン ドライ ン入力 に よ る利 用 が主

流 で あった が、1996年 以 来 、DIAL㏄,JOISを 始 め と して1肥Bブ ラ ウザー に よ る利 用形 態 に

移行 しつ つ あ る。

デ ー タベー ス の作成過 程 も、印刷 媒体 の シ ソー ラ ス ・索 引語 入 力 シー トとい う従来 方 式

か ら、科 学技 術振 興事業 団が 開発 し、1994年 度 か ら運用 が行 われ てい るNAISS(New

AbstractingandIndexingSupportSystem)の よ うな統合 的 な電 子的編 集 システ ム に移

行 して い る[1]。Internet/lntranet上 でのデ ー タの送受 信 、お よび プ ラ ッ トホー ム非 依存 、

GUIに よ る簡 便 な操 作性 を有 す る ソフ トウエ ア に よる主題分 析作 業 は、図1に 示 され る よ

うな形 態で行 われ る と考 え られ る。

主題 分析作 業 に必要 なデ ー タは、利 用者 一主題 分析 者 の要求 に よ りサ ーバー か ら転 送 さ

れ 、そ の結果 、す なわ ち、統 制 索引語 ・非 統 制索 引語 ・分類 コー ド、そ の他 の主題 指標(物

質 索 引 な どデ ー タベ...._.ス固有 の 主題 指標)が 付 与 され たデ0タ も、 ネ ッ トワー クを介 して

サ ーバ ー に転 送 され る。 シ ソー ラスな ど主題 分析 に必須 で あるが容 量の 大 きなデWタ は操

作 速度 に影 響 を与 える た め、intranet環 境 で はサ ー一バ0か らクライ ア ン トに 要求 に応 じ

て送 られ 、internet環 境 では クライ ア ン ト自身 で持 っ よ うな形 態 が望 ま しい と考 え られ

る。

1本 報 告 は下記 の発 表 内容 お よびそ の後 の発展 も含 めて書 き直 した もの で ある
。

下村 央人 、若林 千 晴 、後 藤智範."Javaに よる索 引支援 ブラウザー の試 作 その2".

第35回 情 報科 学 技術 研 究集 会発 表 予稿 集.p.133-137(1998).
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2.Internet/lntranot環 境 で稼 動す る索 引作 業支 援 ソフ トウ エア

筆 者 らは 図1に 示 され る形 態 で稼 動す る索 引 作 業支 援 ソフ トウエ ア をJAVAを 用 い て 開

発 して きた[2]。 当 シス テ ムは以 下 の よ うな特 徴 を有す る。

(1)ク ライ ア ン トーサー バー システ ム

(2)プ ラ ッ トホ0ム 非依 存

(3)主 題 指標(索 引語 な どの用語構 造)の グラ フ ィカル 表示

(4)マ ウス 主体 オペ ー レー シ ョン

(5)オ ブ ジ ェ ク ト指 向設 計

本 シス テム は、 書誌 デ ー タ に対 して主題 分析 を支 援す る クライ ア ン ト、 クライ ア ン トに

転 送 し、 主題 分析 結 果 を受 信 す る機 能 を もつ サー バ ー か らな る。 サ ーバ ー もJAVAで 記 述

され てい るた め 、本 シ ステ ムは 、 サー バ ー/ク ライ ア ン ト、 両者 と もUNIX(Solaris2.6)

お よびWindowsNT、Windows95上 で稼 動す る。

本 システ ム はJAVA言 語 の特 性 を生 か し、 オ ブ ジ ェ ク ト指 向 で設 計 され て い るた め、 対

象 とな る書 誌 デー タベ ー ス 固有 の機 能 を容易 に開発 ・実装 で き る。 物質 索 引 、数値 索 引 な

ど、特 定 の書誌 デ ー タベ ー ス 固有の 主題指 標 につ いて は 、索引語 を表 示 す るコ ンポーネ ン

ト(window)に 対 す る抽 象 ク ラス を作成 す る こ とに よ り、機 能 の異 な っ た 部 分 だ け をそ の

派 生 ク ラス と して 作成 す る こ とがで き る。

3.改 普項 目 ・新機能

現在、上述 の機能に加 えさらに実使用を意図 し、下記に挙げる機能を開発 した。

3.1表 示速度 、 操作 性 の 向上

Java言 語 で書 かれ た コー ドは 、C,C++な どの言 語 と比 較 して 実行 速 度 が様 々な理 由 に

よ り遅 い こ とは 従 来 か ら指 摘 され てい る。 本 ソフ トウエ ア にお い て は 、JICSTシ ソー ラ

ス の よ うに数 万語 を含 む 場 合 、用語 リス トWindowお よび、 用語 の階 層 構 造表 示 につ い て

この影 響 が大 きい。 一 昨年 度XToolkitを 用 い て作成 したwindow[3]と 同等 の表 示 速度 に近

づ くよ う表示 アル ゴ リズ ム を改善 した。
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(1)用 語Windowに お け る当該 用語 の表示 高速 化

(2)木 構造 表示Windowの 高速化

(1)用 語Windowに お け る用 語 表示 の 高速化

従 来 は 、Windowに 表 示 され た行 の頭 文字(あ 行 ～ わ行)が 選択 され て か ら、イ ベ ン ト

が 生 じる度 に、その行 に含 まれ る全用 語 に対す る リス トコンポーネ ン トをそ の都度 作 成 し

て い た(図3.1参 照)。 新 方 式 は、全 用 語 を50音 及 び 、 「き ゃ」 「しゃ」 な どの2文 字 の 濁音 を

含 む 、総 計93文 字 をハ ッシ ュ キー と し各 々 の用 語 の配 列 をハ ッシュ表 に格 納 して お くた

め、利 用者 が探 したい 用語 の頭 文字 の ボ タン ク リックに よ りWindowコ ンポー ネ ン トを生

成 し表 示す る方式 に変更 した(図3.2参 照)。 この た め、従 来 の方式 と比較 す る とWindowコ

ンポ ーネ ン ト内 に含 まれ る用 語 の数 が減少 し、利 用者 が ス ク ロ0ル に よ り当該用語 を見 つ

け る時間 、負 担が大幅 に軽減 され た。

シソーラス
ファイル本体

i
「あ行」～ 「わ行」で始まる用語 を

それぞれの配列(vector)に 格納

あ行
か行
:

は行

:
わ行

↓
「あ行」～ 「わ行」のボタンのク リック

毎に内部データの消去
リス トコンポーネ ン トの再生成

シ ソー ラス

ファ イル本 体

↓
　　　 ずつ リス トと して 　ば

↓
各々 の リス トの｠inflow

コ ンポー ネ ン トの生 成

即 …回呂曾回 匝卜・
⑤ ～ ㊥ のボタン樋 択
その行の文字が表示

文字を選択しクリックにより入れ替え表示

日日回日由凹 巨
リス トコンポー ネ ン ト

図3.1用 語Windowの アル ゴ リズ ム(旧 方 式)図3.2用 語Windowの アル ゴ リズ ム(新 方式)

(2)用 語 木Window表 示 の高 速化

従 来 の木 の表 示 の仕方 は 、用語 表示Windowか ら用 語 が選 択 され た後 、そ の用語 の 木 の

最 上位 語 を検 出 し、その 最 上位 語 か ら子 を検 索す るた めに、順 探 索 を行 ってい た。 次 に 、

根 を基 準 に、木 に含 まれ るそれ ぞれ の用語 ノー ドの表 示座 標 を一 時的 に決 定 し、 これ を初

期 状態 として いた。 この方式 で は 、用語 ノー ドで重 な りが生 じて しまい 、個 々の用語 ノー

ドの座 標 はそ の木 の レベ ル 回の 再計 算 が必要 で あ った。 新方 式 で は用語 は、語番 号 と語 の

両者 を キー とす るハ ッシ ュ表 に格納 す る。最 初 に 、 リンク情 報 を も とに 、木 の論 理構 造 を

生成す る。 次 に 、木 の最 大 レベ ル を も とに表 示座 標 の 大 き さを求 め、後順 巡回 よ り座 標 を

一意 に決 定 し描 画す る(図3 .3参 照)。 順 探 索お よび座 標 の再 計 算 は 必要 しな いた め 、結 果

と して 、用語 木 の表 示 の高 速化 を もた ら した。

旧方式 と新 方式 の表示 速 度 の相違 を調べ るた めに 、用語木Windowが 表 示 され るまで の

時 間 を測 定 した。INSPEC、JICSTシ ソー ラス よ りそ れ ぞれrZOOLOGY」(レ ベル:6,用 語

総数:256)、 「改変 」(レ ベ ル:3,用 語 総 数:159)を 実験 対 象 用語 と した ときの 、 そ
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れ それ の表 示 速度 を表3.1に 示 す。

表3.1用 語Windowの 表 示速 度例

用語 デー タベ ー ス 従来 の方 式(ms) 新 方式(ms)

"ZOOLOGY"

「改 変 」

INSPEC

JICST

4281

15672

2031

640

この表 か ら 「ZOOLOGY」 で は2.1倍 、 「改変」 で は24.1倍 の 速 さにな り、用 語木 の表

示 の 高速化 にっ なが った こ とが わか る。従 来の方 式 は順 探索 を行 な ってい るため 、INSPEC

は約6000語 、JICSTは 約45000語 で あ り用語 総数 が多 く時 間 を要す る。 新方 式 はハ ッシ

ュ表 に保 管 してお くた め 、用語 総数 が多 い ほ どそ の効 果 が大 きい た め上 の表 の よ うな結 果

にな った と考 え られ る。
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図3.3用 語 木Window表 示 のアル ゴ リズ ム(新 方 式)

(3)操 作 性 の向 上

操作 性 に つい て は、新 た に2種 類 のWindowを 導入 し、 改善 を試 み た。

(a)PopUpメ ニ ュー の導 入 に よ る用語Windowか らの統 制 索 引語 の入力

(b)過 去 に使用 した用 語 の 一覧 表示Window

従来 、統 制 索 引語 を 登録 す るた め に は 、用語 木Windowが 表 示 され ない と登録 で き な い

よ うに実装 され てい た。 用 語Windowに 表 示 され る用 語 が 統 制 索 引語 と して 妥 当な場 合 、

その 時 点 で登 録 で き る こ とが 望 ま しい。 今 回 の改 良で は 、用 語Windowに 表示 され る用 語
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上で右 ク リックす る と、PopUpメ ニ ュー を表示 し、 こ こで 登録 ボ タ ンを押す こ とに登録

で きる よ うに実装 した。

通常 、索 引者 は特 定の 主題分 野の 資料 に対 して索引作 業 を行 う。 したが って 、 シ ソー ラ

ス中の 当該領 域 の分 野 の索 引語 を頻繁 に用 い る ことにな る。この よ うな使 用形 態 を考慮 し、

用語Willdowに 表 示 され る任 意 の索 引語 をフ ァイル に保 存 し、 システ ムの次 回 の起動 時 に

メイ ンのWindowに 表 示 され る機能 を もたせ た。 この機 能 に よ り、 メイ ンのWindowに 表

示 され る索 引語 に対 して、用 語木(上 位 一下位 語)お よび 関連語 の表 示 、 さらに 登録 も可能

とな った。

3.2非 統制索引語の候補語表示

非統制索引語は、もともと索引語集合に存在しない用語であるため、キーボー ド入力は

必須であるように思われる。 しかし、標題 ・抄録を対象に重要語抽出を行い、非統制索引

語の候補語 リス トを表示し索引者がマウスにより選択する、という方式も可能である。 こ

の方法により、全ての主題指標に対してマ ウス操作を主体とする入力が可能となる。重要

語同定 ・抽出ツールを開発 し、これを本システムに組み込むことによりこの機能を実現し

た。

4.稼 動例

図4.1は 、下記 の状 況 を示 した索 引支援 システムの実働 画面 を示 した もので あ る。

・索 引支 援 シ ステ ム(ク ライア ン ト)を立ち上 げ、サーバ ーか ら索 引作業 対象 の書誌

レコー ドを書誌 デ ー一タWindow読 み込 む(右 側 のWindow)。

y

・対象 レコー ドに対 し、 関連す る統制 索 引語 を選 定す るため に、Thesaurusボ タ ン

を押 し、用 語 リス トWindowを 表 示 させ る(左 上 のWindow)。

↓

・「制御 」(主 題 と思 われ る用語)を 用 語 リス トWindowか ら探 し、用語 木Window

に よ りこの統 制 索引語 を含 む木 を表示 させ る(左 下のWindow)。

図4.1に 表 わ され る状態 で 、用語 木Windowの 中で 当該 レコVド に対 し、用 語 木Windowで

該 当す る統制 索 引語 に対 し、 マ ウス ク リックを行 う。 図4.2は 、 この操 作 に よ り、その結

果 、統 制索 引語 フィール ドに 「制御 」が 登録 され た状 態 を示 して い る。

書誌 デ ー タ表 示WindowのAnalysisボ タ ンを押す こ とによ り、標題 お よび抄録 に対 して、

重 要語抽 出 が行 われ 、 同定 され た重要 語 が(実 際 の画 面で は赤色 で)表 示 され る。 この状

態 で、非 統制 索引語 と想 定 され る用語 の上 にマ ウスを移動 し、左 ボ タ ンを押 す と非統制 索

引語 フィール ドに押 され た用語 が登録 され る。

図4.3は 、 「静 電 多重 極 」、 「調和 ポ テ ンシ ャル」、 「対 象変換 」 が 登録 され た 状態 を示 し

てい る。 統制 索 引語 フ ィール ドお よび 非統制 索 引語 フィー ル ドにお いて 、誤 って入 力 した

用語 は削除す るこ と もで き、 また 、非統制 索 引語 フィール ドでは、標題 ・抄録 中に現れ な

い用語 を キーボー ド入 力 に よ り登録す る こ とも可能で あ る。
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図4.2統 制索引語の登録例 図4.3非 統制索引語の登録例

5.お わ りに

本 シ ステ ム は書誌 デ.___タベ ー ス作成 にお い て 、最 も中心的 で、 コス ト ・時 間 を要す る主

題 分析 作業(索 引語 ・分類 カ テ ゴ リー付 与)の 効 率化 を意 図 し、試 作 した もので あ る。 こ
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の観点から、本システムに残された困難かつ重要な機能は、統制索引語の候補語提示機能

であろう。索引者を全 く必要 としない自動索引システムを商用データベースに導入するの

は、現時点では非現実的と考えられる。 しか し、本システムにテキス トの内容解析機能、

および重要語 と索引者が付与 した統制索引語との関連の学習機能を備えることにより、当

該資料に適合する候補 として複数の統制索引語を提示することは可能であると考えられる。
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